	第１６回 高知県四万十川流域保全振興委員会（概要版）

	日時
	平成２６年３月２５日（火）　１４：００～１６：００

	場所
	四万十市立中央公民館　1階　大会議室

	参加者
	２３名

	配布資料
	第１６回高知県四万十川流域保全振興委員会　会議次第

第１６回高知県四万十川流域保全振興委員会　出席者名簿

資料１：清流基準調査地点の見直しについて　～住民参加ができる地点へ～

資料２：目標指標【54項目】平成14年度～平成24年度総括

参考資料：目標指標参考資料

	議事録

	○委員の開催要件の充足

委員13名のうち、10名が出席。委員の過半数の出席のため、会の開催要件を充足。

○本会の議題

（１）　清流基準調査地点の見直しについて～住民参加ができる地点へ～

（２）　目標指標【54項目】平成14年度～平成24年度総括
○各議題について

１．清流基準調査地点の見直しについて
【事務局】

事務局が資料１に沿って、以下の項目を説明

四万十川流域の12の調査地点を、現場状況や学校参加の適否等から総合判断し、変更、廃止、継続の結果を以下のとおり提案。
【変更】①四万十川鍛冶屋瀬→四万十川作屋　②四万十川橘→四万十川用井

　　　　　 ③中筋川→四万十川十川

　  【廃止】①仁井田川　②後川
　【継続】①四万十川大正流量観測所②四万十川具同③吉見川④檮原川⑤広見川

⑥目黒川⑦黒尊川
【中越会長】

・地点変更には、学校が近傍にあることや、協働で実施した実績等がある地点に変更するということ。
・清流基準調査としてのデータがとれるところにするという整理。

【植田委員】

・中筋川については、水質調査をして水質改善の努力をするためのものと考えると難しい。
・何を目標として調査するのか、水質改善することを目的として調査するのか、整理して公表するときもその配慮は必要である。
【山下委員】

・四万十川本流をメインにした調査ということなら、今回の地点設定は妥当。生物多様性とか色々な環境があると示したいのであれば、また色々な地点配分がある。

【依光委員】

・仁井田川の水質については継続調査してほしい。
【事務局回答】

・仁井田川については、過去から行政が公共用水域として、水質調査を継続している。清流基準の項目は、清流度（川の透明度）と水生生物の評価と窒素、リンである。この中で、窒素、リンは行政が以前から継続して行っている公共用水域と同じ調査なので、窒素、リンの計測は継続して調査をし、清流度、水生生物の調査をこの地点としては削除したいという提案。
【中越会長】

・12地点のうち行政が公共用水域の水質調査をしている地点はどこか。

【事務局回答】

・四万十川では、鍛冶屋瀬橋、大正流量観測所、具同。支流は、仁井田川、吉見川、檮原川、広見川、後川、中筋川。

【中越会長】
・行政の行う水質調査は先ほどの９地点で継続するが、清流度（透明度）及び水生生物の調査がなくなるということ。
・流域の水質調査への学校参加が少ないというのを見直すために、子ども達が調査に加わってくれるところに移すべきであるという提案。

・これはいつから施行か。

【事務局回答】

・調査地点が、四万十川条例の規則の中で別表として位置付けされているので、変更する手続きを要する。しかし、調査は学校の意向や希望時期に合わせて協働で実施する予定。
【中越会長】

・学校の希望が多い時期はいつ頃か。
・機材についてはどうか。新しい地点で行う学校について対応できるか。

【事務局回答】

・春の調査は、梅雨が始まる前の一学期や、秋に実施する事例が多い。

・機材については従来から継続してやっている学校には配布済み。また、四万十川財団にも予備が１つあり、対応は可能と考えている。

（議題について委員会は了承）

２．四万十川条例に係る目標指標の総括報告

事務局が資料２に沿って、以下の項目を説明

・目標指標54項目（H14～H24の総括）
（生態系及び景観の保全16項目と生活・文化・歴史の豊かさの確保38項目）

以下、項目ごとの議論となる。

（１　生態系及び景観の保全16項目について）

【依光委員】

・11ページの生活排水の浄化率で処理人口を処理計画人口で割ったものについて、この処理計画人口について教えてほしい。
【事務局回答】

・処理計画人口は高知県全県域生活排水処理構想（以下、「構想」という）が計画されたときに各流域単位で構想の処理計画人口で流域市町では30,704人という計画人口を作っており、それを分母、それに処理人口、実際に整備された処理の実績を分子にして、パーセント標記している。現在県では新しい構想ができており、分母に処理計画人口ではなく、流域人口に変えている。平成25年度以降については、新しい構想での実績の収集との目標値の設定を事務局としては提案したい。

【石川委員】
・水生生物の項目について、値が低いことで思い当たることがあれば教えてほしい。23年度落ちて、24、25年と回復傾向だが、考察で平成23年度から平成25年度にかけて全地点で上昇傾向にあるという表記は23年が落ち込んでいただけの話で、強調しなくてもいい。
【事務局回答】

・特定要因はわからないが、欠損データもあるので、推測だが、23年度実施した時の降雨の状況がかなり大きかったのではないだろうかと考える。
【中越会長】
・川としては安定した状態だったが、23年に大きな災害があったのかもしれない。これはその辺の事実関係の確認をお願いする。

（２　生活・文化・歴史の豊さ確保38項目）

（１）住民の安全かつ快適な生活（２）四万十川がこどもの遊び場としての活用の各項目
【中越会長】
・子供の川への親しみ度が減っていることについて。
【事務局】

・総合学習で川と触れ合う機会、総合学習の時間といったものが少なくなっているということは、学校とのヒアリングで聞こえてくる。
（３）四万十川を生かした産業が活性化し、持続的に発展していることの各項目
【依光委員】

・アユの漁獲量について、ピーク時に比べると現在の35トンというレベルは30分の1、40分の１と激減している。この原因を整理し、対策をたてられるかどうか。県全体のアユの漁獲量の9割は、四万十川と仁淀川の漁獲量を合わせたもの。
・四万十川の清流度と漁について。70年代ごろに最も活発だったのはかけ釣り（しゃくり釣り）。70年代以降、火振り漁などの漁獲高が増えてきたということを聞いた。それが、1990年代前半までは続いている。要因分析から今後の対策などが必要になってくると思う。

【中越会長】

・漁獲量の減少についてはこれを四万十のみで解決することはとても難しいこと。これから新しい目標設定を考える時に、目標を設定できるかどうか。アユとウナギの減少については、関連しているのが分かるが、青のりの減少については分からない。
【四万十市】

・海水温の影響が大きい。特に冬、10・11・12月の芽生え時期にいかに早く水温が下がり、青のりにダメージなくシーズンインできるかということが重要。青のりの場合、全国的に生える河川があるが、四万十川が豊漁の場合、他の河川も豊漁になることがわかっている。
（４）地域間交流が活発に行われていること、その活動が住民生活や生態系に負荷をかけていないこと各項目
【平塚委員】

・農家レストラン「しゃえんじり」は、今年初めて年間1万人の集客になった。お客様の中には、天然アユ・ウナギ目当てで来る人が多いが、断ることも多々あった。交流人口は多いと感じる。
【溝渕委員】

・入込客数、宿泊客数、農家民宿の件数を見ると24年で宿泊客はあまり増えていないのに、民宿が増えているということは、１件当たりの宿泊客数は減っている。宿泊で大体６割、飲食代が約３割、１～２割がお土産代として落ちる。地域が発展するためには宿泊してもらうことが必要。これらのデータを見比べると、あまり地域にお金が落ちていないという判断になってくる。

・四万十街道ひなまつりは、重要文化的景観が21年に選定されたときにあわせて、県東部のひな祭りを真似して始め、現在は６市町、１カ月半に３万人くらい入っている。目標は松山から呼ぶこと。高知市から呼ぶよりも松山、広島から呼ぶという工夫が大事。第１次産業、宿泊とつなげることが流域で展開できれば次の展開が見えてくる。
【中越会長】

・文化的景観に関しては、隣の松野町を合わせると四万十川流域全域になる。松野町へは、四万十川と連携できるように、いずれ追加認定をするよう働きかけようとは思っている。そうすると大きくなると思います。

（５）文化・歴史の保全活用（６）環境に負荷をかけないライフスタイルの各項目

　意見なし。

目標指標の全体をとおしての意見
【アウテンボーカルト委員】

・全体を検証した結果の報告の形が見えてこない。どのような形で発表・報告するのか。
【事務局】

・いただいた意見を基に考察については精査する。ＨＰ上での公表を考えている。
【中越会長】
・総括の中身については、高知県のＨＰで公表して意見がもらえるような形にする。変更点については、継続するもの、検討しなおすもの、やめるものを案にし、指標は54項目減らさないようにして、なるべく早く公表する。
・グラフは、年度が続いてないものについては棒グラフ、あるいは表のみの方がよい。

【平塚委員】

・専業漁師が目標よりも多いのに漁獲高は少なくなっている。それでは専業漁師としてやっていけるかというということにもなり、考察は慎重にすべき。
【中越会長】

・数値では良さそうに見えるが、実際の内容ではどうかということを注釈し、地域の活性化に大きな貢献にはなっていないといったことも考慮しないといけない。

【橋本委員】

・伝統漁法の許可件数の内訳は、火光利用とのことだが、これは漁業権であり、年度で件数が変わることはない。資料では許可件数が増えているが、どういうことなのか。
【事務局】

・上流淡水漁協と連合漁協への照会した結果を挙げており、許可件数の数値全てが火光利用ではない。他にしめ縄等の件数も入れての計上。
【橋本委員】

・しめ縄漁も許可制で年によって違わないので、伝統漁法の許可件数は何を指すのか、きちんと整理した方がいい。
→（伝統漁法の許可件数とは、各漁協での伝統漁法の年間実施件数のこと）
・今年の四万十川のアユの状況について。天然遡上は、３月１日前後の青のりの収穫時期に天然遡上しているのが目視された。放流事業では、3月16・17日に中村の赤鉄橋下流の船着き場、汽水域で体長が３～４センチの稚魚を２日に分けて50万匹を放流した。３月18・19日に十川地区、500キロずつ２日で１トンを放流。旧西土佐村で沈下橋の上から放流しているトラックが見えたので、そこでも500キロくらいを放流したと思われる。
【依光委員】

・県下でも去年は、春先にアユの天然遡上量が多いと報道されたが、結果はよくなかった。減少の要因として、高温障害や冷水病といったものがある。その過程でどうなったのかを、秋までモニタリングするべきでは。

【アウテンボーカルト委員】

・54項目に入っていないが、四万十川流域が鹿と猪の柵だらけになってきている。四万十川流域の鹿が増えている実態と、農業や林業、景観にも影響しているということをどこかに表記することを考えて欲しい。

・グリーンツーリズム交流人口は、データに大きなホテルも入っていないか、もう一度確認を。→（ホテル等は入っていなかった）
・移住者の数が増加傾向にある。住民感覚として考慮できればと思う。
【中越会長】

・54項目の中身は、委員からの指摘があったところについて県で精査し、ＨＰで公表すること。新しい目標値や指標等の検討は、次年度中に決定できるように進める。
（議題について委員は了承）


以上
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